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山形縣最上炭由産褐炭中の微植、物体’について（1）

徳永　重元＊ 尾　上　　亨＊

Plant　Microfossils　from　the　Mogami　Lig皿ite，Yamagata　Prefecture，Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Part　I）

By

Shlgemoto　Tokunaga＆T6ru　Onoe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　　The　Mogami】ignite　fiel引ies　in　the　northeast　comer　of　Yamagata　Prefecture、Qf　the

northeastem　Japaれ，and　it　occupies　an　area　of　about600km2．

　　　　　The．sedimentary　strata　of　middle　and　late　Tertiary　age（from　Miocene　to　Pliocen6〉

，comprise　many／ignite　seam忌，of　w與ich　five　seams　have　the　worth　for　mining．

　　　　　The　Tertiary　strata－a驚6divided　into　four　groups，showing　in　descending　order　aき

follows；F

Funagatagroup－lower’Pliocen6（200～300minthickness）

　　　　　Yamaya　formation；tuff・breccia，conglomerate，sands
　　　　　Funaga隻af・r卑ati・n；tu鉦亀ce・ussh我1e・1sa血d・Fpumice・us－sand・tu鉦・brecc1a・c・ng1・二

　　　　　　　　merate

Shinj6group－10wer　Pliocene（200～600m、in　thickness）

　　　　　Murasaki－yama　formation；・sandstone，’shale

　　　　　Oriwatarif・r卑ati・n；sandst・ne，shale，tu鉦ace・ussh3！6・1ignite（bel・ngst・the

　　　　　　　　upPer　lignite　seams）

　　　　　Takakura．yama　formation；sand夕shale，tuffaceous　shale，、sandstone，1i琴nite（belongs

　　　　　　　　to　tぬe　upPer　lignite　sea血s）

　　　　　Waraguchi，formation；100se　sand
　　　　　Obayashi　formation；s五ale，sandstoneラbreccia，lignite（belongs　to　the　lower　lignite

　　　　　　　　sea血S）

Mog3mi　group－upper　Miocene（300～600m㌣in　thickness）、・　　　　　　　　’・

　　　　　Kodaifa　formation；＄alld3tσne，oil　seepage一

　　　　・Hata　formation　l　shale　sands＃one

　　　　　Furuk亡chi　formation；mudstone，sandstonel　oil　seepage

　　　　　Kusanagi・formation；sili6eous　shale，tuff。breccia’　、　　　　、　　　　　　．　　、

Ka口a－yama　group－middle　Miocene？　（500十三n　thickness）tuff－breccia，mudstone、

　　　　　The　workabl61ignite　seams　in　the　Takakura－yama　and　Orlwatari　formations　range

inthicknessfr・m・・昏t…5mandth・seintheObayashif・rmati・n「angef「omO・5to97

m．

　　　　　Thelignite、bedsarec・mp・sedmainly・faw・・dypartくvitrite），bhttheth童neafthy

part（durite）altemateswithvitrite．ThevitritehaganapPareれtcelluler5tructマrewhich

is　coloured’ydlow　or　orange　in　thin　section。

　　　　　As　showing　in　the　plate　I　and　II　the　twigs　of　the　Cupressaceae　and　Taxodiaceae

treesarec。ntainedfrequentlyinaduritepart我ndtheyarepressedc・mpac町byove「’
burden．Thedurite・ftheM・gamiligniteis¢・mp・sed・fp・Ilens・scler・tia・sp・r乞ngia・

cutlCIeも，opacque　matter，二miner翫ls　and　etc．

要　　旨

　山形県最上炭田産の褐炭を薄片に作り，暗炭部（duri－

teおよびclarite〉を50～320倍に拡大して内部の植物

＊燃料部

組成の変化を観察した。

　薄片に作った試料は，昭和22年から25年までの間に徳

永が最上郡および北村山郡下の全炭鉱から採取した標本

の一部で，またこ＼に示した褐炭の組織成分の表現は・

石炭組織に関する国際会議において用いられている薄片
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による命名法に基づいたものである註1）。．，

　写真にも示したように，褐炭層の内部獄非常に不規則，

な堆積を示す部分や1aminaからなっており，針葉樹と

思むれるものの小枝や，その他の植物体が庄縮されて扁

平となって混っている。 その種類数は少ないようで，現

在までに知り得たものはTaxodiaceae，Cuprβssaceae

などである。

　また褐炭の内部組成は堆積した地域が異なると，その

微堆積状態に変化がある曇とも認めた。

錨。
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1．序　　言

　山形県北東部の最上および北村山両郡下に位置する最

上炭田のうち，この報告に関係ある部分は昭和22年から

25年にわたり，等者ら註2）によって地質調査が行われ，

その後地質や炭層の賦存状況等にっいての綜合的な報告・

を作成中である。

　また同炭田に産する褐炭にっいては，花粉分析法およ

び薄片法によつて・その構嘩植物の研究奪行）・つ？あ

る註3）。．この報告におレ・ては，薄片法によって現在まで

に明らかにし得た炭層の微堆積状態と，畠最上炭を構成し

ている微植物体を取り扱った。

　褐炭を薄片にレて観察する鱒あたっては50～320、倍の

低倍率を用いたが，炭層を構成する物質の堆積状態を調・

べるのには好適であった。

　試料とレた褐炭は，最上炭田中部および南西部の10炭

鉱から徳永が採取したもので，薄片は地質調査所工作課

薄片作製室において作られ，標本の写真撮影等の技術的

な面はおもに尾上が担当し，徳永は標本の微植物学的考　一

察を行った。

　また植物組織にっいては東大植物学教室の亘理俊次博

士，褐炭組成成分の分類等にっいては，石炭綜合研究所

の中柳靖夫氏の御助言を賜わり）試料の採取にあたって

は各炭鉱の方々の御援助によるところが多かった。とも

に深謝する次第である。

2．最上炭由における炭麿の賦存概況

　最上炭田におけるおもな來炭層は新第三系である新庄

層群中の大林・折渡・高倉山の3累層である1。これらの

うちの最下位の大林累層中に介在する数炭層を下部炭層

群，中・上位の折渡・高倉山両累層中に介在する数炭層

註1）1953年Heerlenにおける会議，1951年第3回
　石炭紀層序会議，1953年第1回石炭組織学会議
　　（Heerlen）．，・1955年石炭組織命名小委員会（Es－

　sen）の決定に基づく5

註2）’竹原平一以下8名

誰3）この報告は“炭層母材変化機構の研究”第1報

　である。

0 4 8km

8●

5●

　　　第1函　「試料採取炭鉱位置図～

Fig．1Map　of　the　Mogami　coa1盒eld　showing

　　　　locations　of　sampling

　1　中山Nakayama　　2木友Kitomo．
　3禮沢Fukuzawa　　　4大李OdairaF

5
共
立 Kyじritsu　　　6　鳥川、Karasugawa

　7三和Sunwa　　　　　8『昭李大浦Shδhei－Oura

　9山大Yamadai．　10葉山Hayama

を上部炭層群と一般に称している。大林・高倉山累層の

間には層厚約100mの藁口累層があり，これは僅少なが

ら海棲貝化石を含み，いくぶん海成の要素を示し，大部

分石英粒からなっている。㌧

　この藁口累層を隔てて賦存する上部炭層群と下部炭層

群とは，［従来炭質が異なるといわれており，工業分析

．値の差異に基づいて1鉱業法上，下部炭層群中の炭層

を石炭，上部炭層群中の炭層を亜炭として採炭してい

る。第2表に示した工業分析値によれば両者いずれも褐

屍に属する』が・下部炭層群の褐炭の方が比較的発熱量が

高い。

　野外における肉眼観察においては，下部炭層群中の褐

炭は質が硬く，断面は貝殻状断口を呈し，や＼黒い光沢

を示ず塊炭である。これに較べて上部炭層群中の褐炭

は，風化し易く，木質部と炭質部とが細かい縞状をな

し，黒褐色を呈し，乾燥すると細片に砕ける。このよう

な差は，地層の新旧に基づく炭化度の違いのためばかり

でなく，その構成植物体のはいり方においても後述する

まうに，若干の差があることを今回の検鏡によっても認

めることができた。

　これらの炭層の堆積抹況をみると・上部炭層群は最上

川東岸地域一帯に，下蔀炭層群は炭田北東部の小地域と

最上川西岸地域に良好な発達を示すようである。
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中形県最上炭畦褐榊の微働体に　て（1）（徳永重元●既亨）

　　　　第1表最上炭田地質層序表
　　Table　l　Generalized　stra．tigraphic　COlumn　of．the

　　　Tertiary　strata　in　the　Mogami　coal丘eld

時代
Period

第麺
。7q郵

紀（ン

層群名

Nameof
Group

　累　層　名
Name　of　Formation

段丘堆積層
Terrace　deposit

第

　①　口　8
紀£

（山

鰍
’新1

’
世
言

1台

中彊

　毎新臼

世

構鹸
形oご9
層馨b。

群山9

新曾

9庄bO
！9、

層，舅

拐
群

　Ω‘、『
最
8

上蕊

威
畷

　山屋－累層
Yamayaformation

舟形累・層
Funag3taformation

　』紫山累層Murasakiyamaf・rmati・n一

　折渡累．層
Oriwatari　formation一

　高倉山累層
Takakuraya卑a　formation

藁、口累層・
WaraguOhi　formation

大林累層
Obayashi　fQrmation

小・平累層
Kodairafor皿a隻ion

畑　累　層
Hata　formation

×…・大平炭層・福沢炭層
　　Odair我c・alseam，Fukuzawa’c・alsea血
K：4　　　　　　　　、
×・…木友・中山炭層

　　K：itOmO＆NakayamaC6al、SeamS
×一一共立炭層

　　Ky6ritsucoa玉seam
．K：5

K：6
、

・・／蓑驚臨

　古口累層
Furukug塁i　fo塑a｛丞on

　草薙累層Kusanagiformation

金　山　層　群
Kanayama　group

？

及位膚群　Nozoki　group

　　第2表最上炭の工業分析値表
↑able2pr・ximate。analysiS・fもheM・gamiLignite

炭　鉱　名Name　of　Coal　Mine

・謙↓

ture

1中山炭鉱　Nakayama
2木友炭鉱一
　Kitomo3福沢炭鉱一
　Fukuzawa
4大平炭鉱　Odaira
5共立炭鉱　KyδritSU
6鳥川炭、鉱　』

　Karasugawa
7’三和炭鉱

　Sanwa8
，
昭
平
大 浦炭鉱

　Sh6hei－Oura
』9山大炭鉱
　Yamadai
10葉山炭鉱
　H：ayama．

稼行層
（上部炭

層群）

、・ゲ

　ヴ

　グ

　ゲ

　ケ
稼行層
（下部炭
層群）．

　〃

　グ

　〃

　　　　固定炭P灰分礁鷺藷輻
Ash　　　　　　Fixed

　l叩tte「・carb。n

硫黄
Su1．
phur

　　　118．079．52134．46　37．46

16．21　　8．36　　39．50　　　35．93

13・3319・3542・32　25ユO
　l
15、26　10．72　　40．83　　　33。19

　1・6・57邑564一昼・4

11・．221コ．2．07　　47．44　　　29．27

15．86　8．32　　¶42．93　　　32．89、

　1
．14．93i11。9739。07　34・03

15．71　13．48　　36．70　　　34．11

、・2・471・・圃36・8339…

0．88

0．52

0．64

0。70

0．88

0．68

0．98

0．74

1．88

1．42

鶴，！擁黙灰庫分類
瞠潔翻，臨綿．

＊A1，A2・・Anthracite　　B1β2・・Bituminon5coal　　D，E・・Sub・bituminons　coal
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　　　　　16810　　　　 茶褐l　F、・

5980　　』　 濃褐　　F，

　　　1　16000，、　淡褐IR
　　　l　l6880　　　　　，　褐　　　　Fl

　　　l　　5980　 し灰白』隈

6350　　　　茶褐11F2
　　　　　
6810　 焦茶陽
7000　　　　焦茶1　瓦
　　　　　7・2・　・賭褐IF、

65・・　…褐1－馬
昭「和24～25年，』化学・課分析　’

　　F1，F2・・Lign圭te．

烈



、
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　これらの炭層の分布は南北約30km，東西約20kmに及

んでいるため・各堀域で炭層の数ら炭質等が異なってく．

るのは当然である。　　　　　　　一

　なお上部炭層群の炭層が最も良く発達しているのは，

最上郡舟形町を中心とする地域であり，下部炭層群では

舟形町の南西約15kmの亀井田村大浦附近がその中心で

ある。炭層堆積状態の地域的な違いは上述の巨視的な観

察ぱかりでなく，maceral註4）の微視的な面をみること

，によつてさらに明らかとなる。

3．最上炭の薄片作製法

第3表植物化石一覧表
Table3　List　of　Fossil　P玉ant

　最上炭は前に述べたように褐炭．（F、～F2級）であるた

め、，薄片を作るに際して歴青炭よりも破壊し易く，水を

吸うと右炭組織の間に混入している粘土質物が膨潤し標，

本が作りにくい。しかし当所工作課薄片作製室において

考案した下記の薄片作製法を用いて，添附した図版にみ

られるような好結果を得た。

　ことに最上炭のような新第三系の中新統から鮮新統ま

での地層中に介在する褐炭は，構成する組織成分の炭化

が進んぐおらず，輝度も低いので，；の方法によつてよ

1い観察結果が得られるであろう。
’
作
製 の過程は次の通り．である諦）。

　1）褐炭の標本をまず金鋸で適当め大きさ（約25×35

×20㎜）に切断し註6），1面をサンドペーパー（No．

180〉で研磨して厚さを『1～1．5cm程度まで薄くする。

次に2，500番のコランダムを用いてガラス板上で研磨す

るが，その際水の代りに工業用ガソリンを用いる。さら

に研磨面をガソリンで洗い，3日間室温中に放置する。

　2）　その両をリブラ7ク註7）でスライドグラスに貼り

付けたのち，約50時間室内で自然乾燥し，さらに標本を

ガラス板に貼り付けたま＼切断し，厚さ1mmまで薄くす

る。

．3）　次にサンドペーパーあるいはコラ〉ンダムでi）と

同じ方法によって，ま溝貼り付けていない他の1面の仕

．上げをするφ

　4）カバーグヲスをノ§ルサムでその面に貼り付けるる

、た父し仕上げは300番および1，000番のカーボランダム

と』2，500番めコランダムを用い，サンドペーパーの場合

鳳80番，180番を用いる。

註4）macera1とは岩石学におけるminera1に相当、
　し，石炭を構成ーしてv・る要素をv・う（1935，Sto－

　pes）Q
註5）地質調査所石炭薄片洗一1。

註6）機械による切断は熱をもち好ましくない。

『註7）理研ポリエステル樹脂1057番・プロモーター

　D．B』P．P．Paste等を調合して作る。最上炭の薄

　片は大野正一・安部正治両名が作製した。
　　　　　　　　’
　謝

‘＼

属・種名
Genus　and　Species

S6σ％o毎

α卿Os≠夕伽s欝・卸滋sHR。

丁召劣04勉”¢4JJsあo％郷RICH．

C観痂g加吻αsp．？
Cupressaceae

Poメ》z4那s　sp。

s召1批

CO勉が0勉σK毎0ゴENDO
E％96Zhα〆4荻z　cf。々ε惚4翅6αOISH写

∠4肋z∫s．・■

盈」％πsク6”4勿ZOl　MATSU．
ノ1彦％％s　cf．勉鴬o∫αTURCZ．　　　　、
’
∠
L
肋 ％s酬s6が召グ！o伽郷K：OIDZ．一

Cαゆ」鰯s、

Cαゆ初％sノαカo勉04・MAKINO
Cαゆ初鋸s　ooグd召如KOID21．

動9％s
勲9駕s　o％％α♂αBLUME

勲劉s　cf，㈱87加襯SW朗丁
⑰6グ躍s
Q％θP℃％s　sp。～

Q％θκ％s　cf．o万5μ7召BL

⑭ε繊s　cf，s召■剛召MA耳INO
Q％8聯‘s　c∫．46％観4THUNB。

C6薦sβ躍zg6α多z召BL．

o珈祝S，C｛．β〆0名伽0ずUNG・

Zo漉o∂θs6グπ躍θMAKINO　‘
惚g％01砺cf．κo伽s　A．P。DE

　CANDOLLE
α吻佛o郷％翅cf．08観擁so

　MORITA
五勿痂づα卿6曜∫o擁gso郷HAMA

〃疏o彬％σ！αTHU喪B．

Aoε弼γゲo枷甥HOOK　et．ARN．var．
且06プ6％ρα」吻σ伽郷K：OIDZ．

且oθグo勿sθμ6％！06κ吻KlOIDZ．

且6θ7cf．雌ゆφ4MAX．
∠40召グケ〃06厩z4卿　（STERUBERG）

y痂s万6短osαMAX。

丁漉αゴαメ》o痂oαSIMON。
T2」∫‘3sp．

cf．Si6躍απ彪汐s6π40－o召卿oZl伽MAX

XッJo辮αoJ妙1加NAK：AI
cf．一Coグ郷s　oo％ケo泥猟躍HEMs為EY
CJ2♂h郷みα魏魏6勉s　S．et．Z．

Rho4046％4グo％1‘z㍍’％吻MIQ。
cf．S砂名とzガ06αss毎S．et．Z．

．cf．S解JJ砿か物67擁5MORITA『

・植

嗣物

量
石

葉

×

×

⑭

×

O
O
O
O
O
○
×

キΦイヒ

き

韻
至胞

5
山子

⑭・
×

×

×

×

×

O
×

×

O
⑭

○

⑭
×　．

×

×

　

O
O
⑭
　

⑭

O
×

×

O
O
O
O

O

O

○

O

宕珪

彦
署化

’6

誘木

§微

墓植

国

甘物、

一撫

×

×

一
×

×

0上部炭層群産Fossils　in　the　Upper　coal　seams

×下部炭層群産Fossils　in　the：Lower　coal　seams

上葬は一応，一現腐までに驚表ざれている資料を整麺して示したもので．

花粉。胞子については現生種と対照して麗のみを示した・
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山形県最上炭田産褐炭中の微植物体について（1）　（徳永重元・尾上　亨）

　　　　第4表最上炭のMicrolithotyp3の構成、
T3ble4Component　of　the　Microlithotype　in　the　Mogami　Lignits

，Duriteの特徴 Vitriteの特徴 レ図 版・

．・1中山國繊瑠離墜物質胎むカミや城層謄島識聾簸A，、，1，u，と互層．1 1，6

・1木友刺杏臨慨鑑盆鯉懲鷺勲1際罫騰、呈艦．報舷溜鷲勤 11ん5
31福沢炭階纏霧至透明物質と表皮●角皮1表皮細胞の破片が外ある・ 1　　　　1　1，8；II，2

4／大平炭12噸mの植猴組織の一部襯入・1炭麟こ塊状に細部がは硫る・ 1　　コ　II3～5　，
51、共立炭i角皮・衆皮細胞等紗し層状碍する腱轡のある層にScle「ot’na（菌核）1・・7；・・」

司劇1卜肉 × 嘩膿謝騨認謡撫羅競／
7旨和劇触と不透明脚締層する・’1表皮細胞の細睦多く含む・ II，6

8降大蔽騰鷺孝赫軌．・ 陛狸ifalpalenchyma（柔組織）が1

gl山大劇響9鉱物粒と樹1旨粒とが混在㌣てい1 ×

・・i葉 山炭1醗羅擁撫ある．¶ヤ　騰c嫌鍛響畑nchgap（技1
　　　　　番号は第1図中のものと同じ，この記載は作製した薄片の観察結果であるo　〆

　　　　・“×印：・薄片中に．ねし。

以上の方法は，米国鉱山局（U．S　Bureau　of　Mine）

における方法とは使用資材および操作の過程において異

、なっている。

4．最上炭の構成植物についで

4．亙　炭層に伴なう植物化石の種類

最上炭田においては高倉山・折渡両累層中に挟有され

ている‡部炭層群の炭層のうち，上盤が凝灰質頁岩の場

合・・そのなカ・に多くの植物隼石葉が含有されているが・　－

保存はよくない。また下部炭層群が挟有されている大林

累層の上部には珪化木を産する1層準がある。

　この珪化木を褐炭中の微植物体および花粉・胞子化石

の資料を加えると第3表のように構成植物の実態が明ら

かとなる誌8）Q

　4．2　褐炭申の微植物体Fづ疑ズ

　褐炭の標本のうち特に暗炭部（durite）¢〉みを選び，

これを薄片にして観察すると，その内部に含まれている

微植物体が明らかに認められる，そのうちのおもな特徴

を纒めると第4表のようになる。

　最上炭にっいては，50～320倍の観察によって，花粉

分析では認めることができない0．5～1mmの微植物駐9）

註8）植物化石葉は徳永が採集したものと，米林茂氏

　の東大卒業論文15）から引用したものからなつてい

　る0　1
　　花粉・胞子化石は，新庄兆高校高橋信雄氏の公
　表された論丈11）から大半引用した。褐炭中の微植～

　物体は徳永の鑑定による。
』註9）花粉分析において試料を粉砕する際にこれらは．

　破壊されてしまうのであろうo

II，7

（胞子嚢・角皮・表皮細胞等）が多く含まれていること

がわかり，その結果褐炭の構成植物の解明にはこの薄片，

法を併用することの必要性を認めな・

　以下取扱った試料のうちおもなものの観察結果を述べ

る。

　（1）木友炭（附図1，！～5図）：　最上郡舟形町．

木友，木友本層

　最上炭田における上部病層群のうちg代表的な炭層．

で，高倉山層の上部に挟有されている。その炭丈は1m

前後あり，堆積状態も安定している。肉眼観察では木質

部が多ぴ。・薄片標本中においても細かい層理が帯状をな

’している部分（2・4・．5図）が多く，樹脂粒（3図）

や針葉樹の葉組織註10）（2図）もみられる。

　．こめ標本の採取地は炭田の中心部で・また微視的な単

位においても静穏に堆積したことを示している6』

　（2）　中山炭（附図1，6図）：　最上郡舟形町紫

山，中山本層

　木友本層と同じ炭層である。薄片においてもdurfte「

」とvitrite註11）は糸田力￥レ、仁andをなし，一見1a坦inaeと

〆
も
称 すべき堆積状聾を示している。なかに含まれている

花粉は20μを示し・conifer鱒属するもののようである・

　（3）共立炭（附図1，7図，附図夏，1図）：　最

上郡舟形町沢内，共立稼行層

　高倉山累層中に介在する炭層で，上部炭層群に属す

　註10）復元すると3角形となり，P吻欝の類の葉の

　　断面であることがわかる。
　註11）Uβ．Aの石炭分類に抑る我t騨usとan－
　　thraxylon、に相当する。

一
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一一…諺峯…季…婁一』≡…糞凄

　　　　　第2・図附図IIの1カ、らのスケツチ
　　1　髄pith（石細胞もtone　cellが認を》られる）

　　2木蔀xylem　　3樹皮bark　　4鞍皮繊維bast丘ber

る。花粉や胞子のほかに植物組織の一部（『1，7図）や

圧力によって扁平となった針葉樹の小板（E，1図）註12）

等の混入が多く，や」あらい堆積物である。またduri箆

中には不規則な粒子（鉱物質，不透明体等）の配列を示

すことが多い。第2図にその概要を示した。

　　（4）福沢炭（附図1，8図』附図E，2図）：　北

村山郡福原村，福沢稼行層．

　折渡累層中に挟有され，上部炭層群に属し，木友4尺

炭層にぼ貢相当する、不規則な堆積を示し，特に不透明

体・菌類の菌糸・鉱物体等力㍉duriteを構成し，根（附

図亜，2図）の組織もみられる。この毛根の両側では堆

積物の粒子は流れ構造を示している。

　（5）大平炭（附図豆，3～5図）：　最上郡舟形

村，大平稼行層

　これも福沢炭と同じ層準のものとみなされる。細かい

基地のなかに植物の茎部や径2’mm程度の植物組織が多

い。macera1（単位成分）としては三これらのほかに胞

・子嚢のようなものがある。附図L　3～5図はdurite．

の部分を拡大したものである。

　（6）三和炭（附図丑，6図）：　北村山郡横山村，1’．

三和稼行層

　木林累層中の炭層で，下部炭層群に属する。2～5μ

の1a卑inaともいうべき細互層が多く，d亀rite．と表現

できる部分が多い。・このような状態を上部炭層郡中の炭

層における，大形の植物体が含まれて可・るものに比較す

ると，両者の間に若干の差が認められる。

　（7〉葉山炭（附図∬・7図）・：．最上郡堀内村沢

内，葉山稼行層

　三和炭と同じように大林累層中の炭層であるが，それ

よりも下位にある。附図亙，7図ではそのなかの異常堆

積ともいうべき現象を示したもので，炭層の成層面にほ

父直角に淡黄色の植物体が含まれている。ごれは藻類状

のものが炭層堆積の途中に混入したとも考えられるが，

今後の研究をまって決めたい。

　以上は採取した試料の一部，特にduriteの部分を観

察した結果を皇示したが，』炭田の中心部における炭層、

　註12）Tax6diaceae（イチヰ科）に属する。

は，野外観察においては炭丈も厚く，暗炭・輝炭の部分

も明らかでヨ炭丈も急激には変化しない。この炭を薄片・

』
法

によづてさらに観察してみると，上述の木友・中山炭
一
の
よ
う に明瞭なvitrite，clarite，duriteの層々§あり，

さらに細かい一niteの単位においてもchtinite，vitri－

nite等を区別できる。そして炭層中には，その堆積当時

に鉱物質とともに上述の微植物体を多く混入しているこ

とが明らかに認められた。

　このような褐炭の質的な差異は，褐炭の加工その他の

化学的処理の結果に，どの程度影響を与えるかさらに研

究すべき問題である。上述のように，共立炭などはほか

の炭と較べて，その構成植物体の含まれ方に著しい混在

性がみられる。このことは，標本採取地点が堆積盆地の

西縁に偏しているためと考えられる。最上炭田の中央部

と縁辺部とでは，褐炭の構成物質においては著しい変化、

はないと思われるが，地域的な不規則な変化はあるも

のと考えられる。よっ七今後このような差異をvitri－

te，durite，clarite等のmicrolithotype諏3）の研究に

よつて明らかにしたい註14）。

石炭構成成分

巨視的（macro）
Lithgtype

1微視的（micro）

Vitrain・
Clarain
Durain
Fusa呈n

1953年Stopesの定め
匠石炭の構成成分で，

1おもに肉眼的観察に基
1づいている．．．

Microlithotype

単位成分

MaceraI

悔V、廿、捻離舞欝紫
膳た〔Du・i・e〕1誌繋謄2麓「

1・挽晩騒鴛’・玉嚇
1　　　　『　　11955年国際石炭組織学

，㎞・副翻盤態籔難こ・

　　letc．　　分類したもの。最小単
　　　　　　位。

　　　　　　　（丈献（14）き1カ’ら作成）

5．結　　語

　1）最上炭の母材（hgredient〉の変化を研究す番立

場から薄片法によって内部組成を観察したが，durite中，

には植物の茎・根・葉等が多く包含されており，ぞの構

成物質は上部炭層群中の褐炭では顕著であった。

　2）低倍率（50～320倍）で観察した結果，最上炭の

植物組織が明らか乏なった。Taxodiaceaeの材部が多

く，ほとんどすべての炭にもこれが含まれている。

註13）丈献（14）に基づく，微岩石的構造とでも訳す

　べきか。
註14）最上炭の岩石学的組織成分については青柳信

　義・佐々木実両技宮が目下研究中である。

32一（80）



山形県最上炭田産褐炭中の微植物体について（1〉　（徳永重元・尾上』亨）

　3）上部炭層群・下部炭層群中の褐炭の差は，’・顕微鏡

的観察でもわかる通り，後者においてduriteが非常に

不規則な堆積を示すことが多く，’成層したvitri亘iteま

たはanthraxylonに相当する部分が少ない。’

　　　　　　　　　　　　　　　（昭和30年9月稿）
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Fig． 1．

2．

3．

4．

5』

6．

．7。

8．

　　　　　　　　　　　　　　　図　版 説・明

　　　　　　　　　　　　　（Explanati6n・f、Plates）

　　　　　　　附図1〔第3図×320，第8図×50，その他×75〕

　　　　　　　Plate　I　〔Fig．3×320，Fig．8×50，0thers×75〕

植物の組織　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　炭　　層

C611ularstructdre　　　一　　＿（Cqa1Seam）’
針葉樹の葉（表皮と下表皮！　　　　　　　　　　　　　　　　木友6尺層

Conifer　leaf　　　　　　　　　　　　　　　　　Kitomo－6。shaku　seam（Kitomo　C．M。）

樹脂粒？　　　　　　　　　㌦　　　　　　1　”
Resin？一
’葉組織（圧縮され扁平となる）
Cellular　structure

　表皮細胞・不透明体
Epider斑is’and’つpacque　matter

　花粉・胞子・表蔑細胞の一部
、Pollen，spQre　andゑpidermis

　植物体の一部
Plant　remains、「

　花粉・胞子と不透明体
Pollen　and　spore．opacq“e血atter

〃　、

〃

　　　　　　　　　ク

　　　　　　　中山本層
NakすyamaMainseam（Naka脚C岡
　　　　　　　共立炭層
　Ky6ritsu　seam（：Kyδritsu’C．：M←）

　　　　　　　福沢炭層
Fukuzawaseam（FukuzawaC．M．）

附図II〔第1図ヌ50　その他×75〕
Plate　II　〔Fig．1×50，0thers×75〕

Fig．1．

　　2．

3．

4．

5．

6．

7．

Taxodiaceae　の／」、枝　　　　　’　　　　　　一
Twig　of　Taxodiaceae　tr6e，　　　　　・

針葉樹の葉の断面　　　　　’　　、、
Conifer　k｝af　’　　　　　　　　　、　　　　　　　、

植物の茎部の断面　　　　　　　　　・
Section　of　the　stem　of　plant

葉組織（圧迫され扁平とな，る）「

：Leafofplant、

植物の茎の断面　　　　　　　　，　　㌦
Stem
表皮細胞・鎮物質などの細互層

Altematio尊of　epidermis　and　minera！s

植物体の不規則堆積　　　　　’　　　、
Ir曾gule｝d？P・siti・乎・fp13ntremai奪s

　　　　　　『　　』共立炭層
　　　　、　Kyδritsu　sea血　　（Ky6ritsu　C．M．）

　　　　－　　　　　福沢炭層
・　　　Fukuzawa　Seam　（Fukuzawa　C．M．）

　　　　　　　　　　大平炭層
　　　　．　　Odaira　seam　（Odaira・C．M．）

　　　　　　　　　　　　　“　　　　　

　　　’　　　　　　　　　　　　　　　“

議　　　　　　・　　三和炭層
　　　　　　Sanwa　seam（Sanwa　C．M．）

　　　　　　　　　　，葉爵炭層
　　　　　』Hayamasea卑（HayamaC・M）

　　　　　　　　　　　　（撮影二徳永・尾上）
　　　　　（Photo　by　S。Tqkunaga＆丁乎Onoe）
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4 　　　8
photo　by　S．Tokunaga＆T．Onoe
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photo　by　S．Tokunaga　T．Onoe




